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【要請レポート】  

体感で始める美郷町のカーボンネガティブの取り組み 
― 将来世代の明るい未来のために ― 

 

島根県本部／美郷町職員組合 浜田 敏喜  

 

 
  1. 地球温暖化は待ったなし!! 
 

(１) 国レベルでの情勢と私たちの感覚 

 
 

 
 1997年 京都議定書締結 

 1999年 地球温暖化対策の推進に関する法律施行 

 2002年 地球温暖化対策推進大綱 

 2015年 パリ協定 

 2020年 首相所信表明演説による「脱炭素社会の実現」宣言 
 

 

 

 1990年代から「地球温暖化」がフォーカスされ早30年が経ちました。しかし、最近でも「世界各地で

大規模な自然災害」「世界の平均気温が過去最高を更新」など様々なニュースにも取り上げられていま

す。日本でも「猛暑日の更新」「ゲリラ豪雨」「線状降水帯」「暖冬」などなど様々なニュースを見聞

きしています。 

 しかし、我々一般市民の目線で見るとどうでしょう？「最近熱くなったな～」「大雨などの災害で被

害が無ければいいな～」「海外ではなんか災害が大変だな～」といったように、「地球温暖化＝何か対

策をしなければ!!」といった考えまでは及んでいないのではないでしょうか？ 

 単組組合員向けに「『地球温暖化』についてどの程

度理解していますか？」としたアンケートをとったと

ころ、“理解している”又は“まあ理解している”と

答えた人が80％近くもありました。具体的な取り組み

についても「３Ｒの実施」や「ノーマイカーデー・

ノー残業デー」「昼休憩中の消灯」のように身近に出

来る取り組みから、「太陽光パネルの設置」や「電気

自動車の活用」などさまざまな回答がありました。 

 組合員には既に様々な「温暖化対策」としての取り

組みが浸透しています。では、なぜ美郷町職員組合に

はこのように理解が広がっているのか考えました。ひ

とえに、町の施策として様々な事業で「温暖化対策」

「ＣＯ２削減」に取り組んできたからだと思います。 
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  2. 美郷町の取り組み 
 

(１) カーボンネガティブを推進 

 美郷町では2012年から一般家庭向けに太陽光発電

設備54件、薪ストーブ24件など、様々な補助を実施

してきました。2020年度には庁舎などへの供給のた

めに500kWの太陽光パネルを整備した「防災拠点整

備事業」や「公用車の電気自動車化」など公共での

温暖化対策の取り組みを進めています。森林による

吸収量も豊富にあることから2021年３月に「ゼロ

カーボン先進地宣言」を行いました。2022年度から

は環境省の「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金

（重点対策加速化事業）」の採択を受け、特に民間

向けの普及として太陽光発電設備40件、高効率空

調・高効率照明設備160件、電気自動車34台など様々な実績を着実に積み上げています。防災拠点整備

事業や公用車の電気自動車への更新などで、ＣＯ２の排出削減量も約920ｔ－ＣＯ２/年の削減効果を出

しています。この数字は「一般家庭であれば約290軒分の自宅の年間ＣＯ２の排出がゼロ」、「ガソリ

ン車であれば約430台の年間走行分の排出量がゼロ」に相当する削減量となります。 

 美郷町カーボンネガティブタウン行動計画（地球温暖化対策実行計画）では、2019年時点での美郷町

の二酸化炭素排出量は32,141ｔ－ＣＯ２となっています。これに対し現時点までに防災拠点整備事業や

公用車の電気自動車化、一般家庭向け太陽光発電設備や電気自動車の補助などの実績により930ｔ－Ｃ

Ｏ２、2019年比で約2.9％の削減が行えています。美郷町内は約1,800世帯ですので、町内全世帯の約

16％分の削減効果に相当します。 

 

(２) 「温暖化対策」ではなく「防災」「コスト削減」 

 美郷町の「温暖化対策事業」では、温暖化防止

を目的とするのではなく、災害が頻発する地域の

特色を活かした「防災」や「コスト削減」を前面

に出した施策になっています。 

 防災拠点整備事業であれば、江の川の水害が頻

発する美郷町として停電が発生するような大規模

な災害が発生したとしても、非常電源を確保する

ことで役場庁舎や避難所の機能維持を図ります。

この整備を行うことで、電気料金が高騰する中で

も役場庁舎や整備した公共施設では電気代の削減

を行うこともできました。一般家庭への太陽光発

電設備や蓄電池設備の普及も、停電が発生したと

しても必要最低限の電気を自宅で確保することが

出来るとともに、自宅での電気代の削減につながります。 

 空調設備の更新や切り替えを行うことで暖房の燃料代の削減や灯油などの暖房設備が原因となる火災

予防、子どもの事故防止にもなります。ガソリン車を電気自動車に更新することでガソリン代を削減出

来、運転中のエンジン音や排ガス臭なども解消できます。 

 自分の生活や将来的なメリットのある行動をとることによって、生活の質を向上してもらい、温暖化

対策の方針はあくまで結果論で行っています。  

一般家庭向け太陽光パネル導入事例 
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(３) 電気自動車の普及と全国初の住民との災害時連携協定 

 美郷町では再生可能エネルギー設備への補助などを早

期から行っていましたが、電気自動車についても全国に

先駆けて大幅な補助を行ってきました。 

 2020年６月に当時としては山陰両県で初、全国でも39

例目（2024年５月末時点約250自治体）の日産自動車と

の災害連携協定を締結しました。停電を伴う災害が発生

した場合には美郷町から日産自動車へ協力要請を行い、

町職員が日産自動車へ出向き電気自動車を借用、停電が

発生している地域へ車両と外部給電器を運搬し避難先で

の電源を確保するものです。 

 この日産自動車と実施した災害連携協定を参考に、一

般向けの電気自動車普及のための補助金を実施し、電気自動車購入者個人又は事業者と町で災害時連携

協定を締結します。停電が発生する災害が発生した場合には町から電気自動車所有者へ電源としての車

両の提供を依頼します。町は外部給電器を既に６台所有していることから、電源供給場所まで外部給電

器を運搬し、電源が無くなっている避難所等で電気の供給を行えます。外部給電器があれば携帯の充電

などはもとより、一般家庭で使用しているストーブや加熱機器の使用も可能であり、避難所での生活に

余裕をつくることができます。この地域住民との災害時連携協定は当時全国初の取り組みで、国内で電

気自動車は２～３車種しかない中、先駆けて実施していました。 

 

  3. 電気自動車の活用と取り組みの実感 
 

(１) 電気自動車の取り組みは全国トップクラス 

 電気自動車は環境に良いことはもとより、電源が

あれば家でも充電でき、ガソリンスタンドが減って

いく中山間地の移動手段としても効果があります。

燃料コストの削減や給油のための移動が不要など住

民生活の向上やこれからの過疎地の生活スタイルに

もなると考えました。 

 補助額も車両本体に最大30万円と災害時連携協定

の締結でプラス15万円の45万円を補助しています。

国の補助金は最大85万円あるため、電気自動車には

最大130万円の補助を受けることができます。町村

自治体でここまで補助を行っているところはほとん

どないと思われます。公用車も2020年度から定期的に電気自動車へ更新を行うことで2024年６月時点で

は７台の公用車が電気自動車へ更新されました。 

 制度補助金の効果もあり人口約4,200人、1,800世帯の小規模な自治体で、公用車も含め電気自動車は

34台町内に普及（制度導入以前より所有されている車両も含む）しており、１万人あたり80台以上の普

及と同等となり、全国的に見てもトップクラスの普及率といえます。 

 

(２) まずは自ら体感し電気自動車の利便性を実感 

 電気自動車で７台ある公用車を、町内はもとより町外への出張などへも電気自動車を利用することで

職員組合員自ら、電気自動車の利点を体感しています。走行距離からも活用の実態は出てきており、ガ

ソリン車と比較しても平均的な月走行距離は電気自動車のほうが多くなってきています。 

災害対応訓練の実施状況 

公用車を活用した外部給電の状況 
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 2023年度からはコロナも落ち着き町外への

移動が盛んになってきました。特に長距離移

動に適している普通車タイプのリーフなどは

非常によく使用されています。軽車両タイプ

のサクラやＥＫクロスなども町内の移動に非

常によく使用されています。 

 2020年に電気自動車が導入されて以降、公

用車全体の走行距離は変わらないか増加して

いくものの、ガソリン車の走行距離は減少し

年間10ｔ－ＣＯ２の削減効果を発揮していま

す。組合員にアンケートをとっても電気自動

車の台数が少ないにもかかわらず、50％以上

の職員が率先して電気自動車を活用していま

す。 

 もちろん、電気自動車の災害時の活用も日

産自動車と共同で訓練します。公用車の電気

自動車や日産からの車両を活用し、外部給電

器の活用方法の訓練を行っています。また、

町の一大イベントである産業祭では、電気自

動車から電源を取り出しステージやテナント

で使用する電源としても活用しています。 

 電気自動車の利便性を公用車で体感し、脱炭素の取り組みが生活の負荷となるのではなく、今まで以

上に便利なものであることを実感し、プライベートでも電気自動車の購入に繋がっています。 

 

  4. 取り組みの深化に向けて 
 

(１) 職員の意識の転換 

 美郷町では、2023年４月以降、議会定例会の終了した週末に、その時のホットな施策について、職員

自らが講師となり、職員に対してセミナーを行っています（もちろん自主的な活動ですので、業務では

ありません）。このセミナーを通して、普段全く接点のなかった施策を職員が知ることが出来、知識の

向上に繋がっています。 

 その中の議題では、もちろん美郷町が推進する「脱炭素」の取り組みも取り上げ、筆者も講師として

説明しました。こういった取り組みが、少なからず職員個々の意識を変え、地域のため、環境のための

行動を起こすきっかけになってくれていると信じています。 

 職員組合でも、少しでも脱炭素の取り組みを進めようと、会議でのペーパーレス化、職場集会等の会

議のＷＥＢ開催などを行っています。まだまだ、脱炭素の取り組みを推進していきたいと思っており、

組合員にも意見募集を行っています。 

 脱炭素の取り組みはもちろん普段から行っていることですが、仕事から学んだ事を、自主的に職員間

で共有し、そしてプライベートでの実践に繋げていくことは一石二鳥のサイクルです。地球規模の課題

に対して、私達ができることは大きくはありませんが、今後もこの取り組みを継続し、将来世代に少し

でも明るい未来を残していけるように、職員一同で協力していきたいと思います。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


